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₁月 2 月 ₃ 月 ₄ 月 ₅ 月 ₆ 月 ₇ 月 ₈月 ₉月 10月 11月 12月
気温（℃） ⊖30.4 ⊖26.1 ⊖15 ⊖1.8 7.6 14.1 16.5 13.8 6.7 ⊖3.1 ⊖17.4 ⊖28.2























エヴェンキ族 それ以外 エヴェンキ族 それ以外
80～ － － 3 1
70～79 2 － 1 1
60～69 1 4 5 1
50～59 2 4 5 1
40～49 7 9 8 6
30～39 12 9 13 9
20～29 8 3 10 1
10～19 9 1 9 4
 ～ 9 6 1 6 －








　表 ₃は E 郷内の39世帯の夫婦の民族をまとめたものである。夫婦ふたり
が同じ民族の世帯は計11組ある。具体的には，エヴェンキ族同士の婚姻が ₈
組，漢族同士の婚姻が 2 組，モンゴル族同士の婚姻が ₁組である。一方，夫
婦ふたりが異なる民族の世帯は計28組ある。具体的には，夫がエヴェンキ族




　表 ₃から夫婦の民族に関して以下の ₄ 点を指摘しておく。①夫婦ともエヴ










エヴェンキ族 漢族 オロチョン族 ロシア族 モンゴル族 満州族 計
エヴェンキ族 8 7 1 － － － 16
漢族 16 2 － 1 － 1 20
ロシア族 1 － － － － － 1
モンゴル族 1 － － － 1 － 2











者の調査および既往研究の成果（中国人民大会民族委員会辦公室 1958; 秋 1962; 
卡 2006; 祁 2006; 王 2012）をふまえ，「北方の三位一体」が終焉を迎えた過程
をみてみたい。
１ 奇乾における定住（1957年から）


















































































































































である。彼らの平均年齢は47歳である。最高齢は MLYS キャンプ地の MLYS
氏（女性）で90歳である。最も若いものは MLYS キャンプ地の MR 氏（男性）
で20歳である。一般にキャンプ地の名称は，そこに滞在するメンバーのなか






2 人，オロチョン族が ₁ 人である。
　キャンプ地の構成員が最も多いのは DML キャンプ地であり，その数は ₇
人である。次いで MLYS キャンプ地で ₆ 人である。一方，DW，SS，BDX，











名称 構成員 地点 所有数
MLYS
計 ₆ 人（男性 ₄ 人，女性 2人），平均年齢：56.8歳
民族：エヴェンキ族 ₅ 人，漢族 ₁人
阿龍山 300～400
DML
計 ₇ 人（男性 2 人，女性 ₅人），平均年齢：45.7歳
民族：エヴェンキ族 ₆ 人，オロチョン族 ₁人
達頼沟 140～150
DW








計 ₃人（男性 2 人，女性 ₁人），平均年齢：41.3歳
民族：漢族 2人，エヴェンキ族 ₁ 人
上央格気 40～50
YSH








計 ₄人（男性 2 人，女性 2人），平均年齢：51.7歳










はエヴェンキ族らの言葉を借りれば onno と sanfang である。onno とは山中
でエサを食むトナカイを探して，群れをキャンプ地に寄せ集めてくる作業の
ことである。この onno 作業は年間を通じて行われる。一方，sanfang とはキ
ャンプ地においてトナカイを無理には繋留をせず，ほうっておくという意味




































































































































































































odachi をしない。一方，生後 ₆ ～ ₇ 日を過ぎると仔トナカイは人間を避けて
逃げる速度が速くなるため，仔トナカイを捕まえるのに手間がかかる。その
ため，彼らは生後 ₄ ～ ₅ 日後の仔トナカイに odachi を行うのである。
2．未馴化個体（jikei）への人為的な介入
　エヴェンキ族らは生後間もない時期に odachi ができず，そのまま成長し









































































































































































































































































５ 本章のフィールドデータはおもに2010年 ₇ ～ ₈ 月，2011年 ₇ ～ ₈ 月，2012
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